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研究成果の概要（和文）：文献レビューと教材評価をした結果、教材の基礎レベルA1とアクセスレベルA2では異文化間
問題の応用が不十分であった。従って理論的枠組みの開発に焦点を当て、教材開発、語学学習におけるコミュニカティ
ブ・アプローチ、異文化間コミュニケーション能力、多様性という4つコンセプトでモデルを設計した。
上記に基づき、授業向けにハンドブック出版、ビデオ製作、ディジタル教材開発を行った。ハンドブックは言語スキル
と学生のレベル、興味、ニーズに応じて多文化・異文化テーマを組み合わせた。ビデオでは西語の多様性と地域の風習
をネイティブが紹介して、文法項目を学習しつつ異文化間討論を行うディジタル・アクティビティも計画した。

研究成果の概要（英文）：After literature review and evaluation of current material, we found an 
insufficient application of intercultural issues in educational material for Spanish at levels Platform, 
A1 and Access, A2. Thus, we focused on the development of a theoretical framework and managed to design a 
model based on four concepts: material development, communicative approach in language learning, 
intercultural communicative competence, and multimodality.
Based on the above mentioned theoretical model we were able to print a handbook, produce videos, and 
develop digital material for the classes of Spanish. The content of the handbook combined language skills 
with multicultural and intercultural topics adapted to the level, interests and needs of Tohoku 
University students. We produced educational videos with native speakers to introduce a multiplicity of 
language varieties and regional customs. Moreover, we designed one digital activity to prompt 
intercultural discussion using the grammar points in study.

研究分野： 言語教育
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１． 研究開始当初の背景 

 

2013-2015 期の研究は外国語としてのスペイ

ン語教材の開発を目的におこなった。 

教科書は発表素材、 アクティビティの材料、

文法と語彙の参考資料として活用できる。当

然のことながら、教科書は特定の学生集団の

需要、特徴、興味に合わせるべきである（カ

ニングワース、1984、1995）。当論文の著者

は授業でいくつか市販の教科書を使用して

きたが、そのなかで次のような欠点に気づい

た。すなわち統一性のない練習問題（主要項

目と関係のない語彙が含まれる、一単元に多

くの文法事項）、文法とコミュニカティブ・

アクティビティの適切な組み合わせの欠如、

不自然な言葉遣い、「多重知性理論」が考慮

されていない、リスニング・アクティビティ

の欠如、ペースが速すぎて内容過多といった

ように学習の進め方が不適切、そして文化的

項目・アクティビティの欠如といった問題で

ある。さらに、日本で刊行されている教科書

の多くは日本人教師が教える文法学習授業

向けか、スペイン語話者の教師が教えるコミ

ュニケーション授業向けかのどちらかであ

る（エスカンドン・ゴドイ、2011 年）。また

A1（初級）レベルの教科書には言語に関連し

た文化的内容がほとんど含まれない。これに

対して本研究論文の著者は、以下のような紙

教材と視聴覚・ディジタル教材の統合を提案

する。a)コミュニカティブ・アクティビティ

と文法練習のバランスのとれた組み合わせ、

b)言語学習と言語練習を学生にとってより身

近なものにするため、地元（大学、街）に関

する内容を教材に盛り込む、c)異文化間・多

文化コミュニケーション能力の開発：言語に

関する対象の国の文化と学生文化を内容に

含め、授業で習った言語素材を使用してこれ

らの問題を学習できるようにする。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は二つである。 

(1) 外国語の教育及び学習に関する概念、特

に文法理解とコミュニケーションの関係、ス

キルの統合、多様性、多文化・異文化間にお

ける能力の研究を行うこと 

(2) 上記概念を考慮し東北大学学生のニーズ

や興味、特徴等にかなった教材（教科書、オ

ーディオビジュアル教材、デジタル教材）を

作成すること 

 

３． 研究の方法 

 

研究計画は 3 つのパートに分かれる。1)語学

教育、多様な素材、異文化間コミュニケーシ

ョン能力の組み合わせに基づく理論的枠組

みの構築（2013）、方法：文献研究。2)教材

開発：ハンドブック（2013）、視聴覚・ディ

ジタル教材（2014）、方法：授業における教

材の試験的使用、調査、インタビュー、ワー

クショップの結果を考慮して、教材設計に理

論的概念を適用する。3)すべての教材をひと

つに統合し、ワークショップでさらにテスト

して、必要な変更を加えてから学生に配布す

る。 

 

４．研究成果 

 

2013-2015 期の主要な研究テーマは次の 3 つ

である。a)コミュニカティブ・アプローチと

構文アプローチを統合した教材の開発、b)多

様な視点からアプローチした視聴覚・ディジ

タル教材の制作、c)スペイン語授業のシラバ

スに多文化問題と異文化間コミュニケーシ

ョンのアプローチを導入。 

教材開発について詳細な文献レビューをお

こない、さまざまな観点から理論と実践の要

点を統合した。また『タジェール・デ・エス

パニョール』（A1 レベルの学生のためのスペ

イン語ワークショップ）と名づけたハンドブ

ックを刊行し、補足として視聴覚教材をつけ



た。主な特徴は以下の通り。 

(1) 文法入門と実践。 ここでは「新しい言語

がどのように構成されているか、文法がどの

ような働きを持つか、それがどのように系統

立てられているか」（ハーマー、1991 年、58

ページ）を示し、日本語で簡潔に説明して、

文型を紹介する。この段階から直ちに実践段

階に移り、多くの制約的な練習問題と半制約

的な練習問題、作文を課す。日常生活に取り

入れられるよう設計された非制約的アクテ

ィビティで学生の言語使用を促す。 

(2) コミュニケーションの実践。このパート

はコミュニカティブ・アクティビティを含み、

文法練習と自由会話の間に密接なつながり

があることを証明する。というのも、この方

法により学生が必要な構文と語彙を確実に

練習できるからである。会話練習の内容は初

心者向けで、テーマは学校、家族、友だち、

街など、現実に即したテーマに限られる。 

(3) リスニングの実践。このパートでわれわ

れは、さまざまな話し方（躊躇、冗長など）

や口語表現も盛り込んだ、会話とライティン

グ・コミュニケーションの見本として使える

ビデオを制作した。ビデオ（スペイン語を公

用語とする複数の国の出身者によるスピー

チと会話）はスペイン語の授業での使用を想

定したもので、本物の自然なスペイン語に加

え、地域バリエーションも学べる。学生の現

状（レベル、対象項目、興味）を反映してい

るだけでなく、スペイン語が実際に使用され

ている場面をできる限り忠実に再現してい

ることから、このビデオは大きな意義を持つ

といえる。 

(4) 多文化・異文化間コミュニケーション問

題。文化と異文化間コミュニケーション能力

を教材に導入するにあたって、文化を言語シ

ラバスに導入する目的は何か、文化と言語は

どうつながるか、文化のどのような側面を教

材に含めるべきかを慎重に検討した（表 1）。 

 

表 1．スペイン語教材に文化的要素を盛り込

むにあたって考慮すべき側面 

 

なぜ？ 練習し、言語能力を高め、文化的テ

ーマと関連させるため 

どのよ

うに？ 

文化的項目を文法の要点と関連づけ

る：文化的項目を盛り込んだアクテ

ィビティ、ネイティブスピーカーが

出演するビデオ、スペイン語を話す

ティーチング・アシスタントとの会

話の設計。 

何を？ 大文字の C 文化（広義の文化）：歴

史、文学、芸術、音楽。小文字の c

文化（狭義の文化）：プロダクツ（ポ

ピュラーミュージック、民芸品）、概

念（信念、価値）、行動（衣食その他

の習慣）（トマリンとステンプレス

キ、1998 年、7 ページ）。 

 

ハンドブックと視聴覚教材の内容は東北大

学の学生の需要と興味にぴったり合わせた。

だが適切に修正を施せば、日本の他大学の

A1とA2レベルの授業で使用することは可能

である。 

 

2013-2015 期は理論と実践の組み合わせと、

そのすべての欠陥についての研究も行った。

これはコミュニカティブ・アプローチ、構文

アプローチ、異文化コミュニケーション能力

の概念を統合する複合教材の開発に向けて

の重要なステップだと考えている。記事や学

会で教材開発の研究結果を発表したとき、わ

たしは語学教育への種々のアプローチ、マル

チモダリティ、多文化／異文化問題という 3

つの中心概念のバランスを保つように心が

けた。しかしながら、考慮すべき短所が 2 点

あるということはいえるだろう。まず、ハン

ドブックの全項目に多文化的要素は盛り込

まれているが、異文化間コミュニケーション

についてはまだ完全に開発・適用されている



とはいいがたい。この問題に関して、語学教

材開発の支えとなる異文化間コミュニケー

ション能力の理論的枠組みを完成させてい

かなければならない。次に、教材に含まれる

ディジタル教材の量は十分とはいえず、増や

していくべきである。今後はこの 2 点に更な

る注意を払っていかなければならない。 
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